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まず周囲を警戒し、

柵の高さを確認、

中の餌を確認、

そしてジャンプ！
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　一般にサルは、とても頭の良い動物

と認識されており、農家はサルの被害

対策を最初からあきらめてしまう傾向

にあります。しかし、ニホンザルは私

たちが考えているほど、頭の良い動物

ではありません。

　イノシシは扉を鼻で持ち上げて簡単

に餌を得ることができます。そこで、

ニホンザルもイノシシのように扉を持

ち上げて箱の中の餌をとることができ

るかどうかを調査しました。

　まず、サルの前で実験者が箱の扉を

開けて餌を食べる実演を何度も繰り返

してサルの群れ(50頭）に見せました

が、まねのできたサルはいませんでし

た。次に写真のように餌を入れた箱の

扉を開けておき、餌を取らせました。

そして少しずつ扉を閉めていき、最後

は自分で扉を開けるようにしました

が、やはり扉を開けたサルはいません

でした。そこで、扉をネットに変えて

みたところ、サルはネットを押すばか

りで、餌を得るまでに相当の時間を費

やしました。

　

扉を少しずつ

閉めていったが、

自分で扉を開けるサルはいなかった

ネットを掛けた

だけであるが、

押すばかりで餌

がとれないサル

　ニホンザルの垂直跳びと幅跳

びの能力を測定したところ、

垂直跳びでは220cmの高さまで

手がとどきました。

幅跳びでは助走無しで220cmが

最高記録でした。サル用の防護

柵から2メートル程度近くに電柱

や物置があると、それらを利用

して田畑内に侵入できてしまい

ます。
垂直跳び

幅跳び



 

 

 

 

 

 

アライグマの侵入行動 

 

 

 

 

 

 

ハクビシンの通り抜け実験 

 




